
 

 

［成果情報名］青立ちが少なく豆腐加工に適しただいず新品種候補系統「四国１号」 

［要約］だいず「四国１号」は「サチユタカ」より早生で、６月播では青立ちの発生が少な

く、大豆－麦２毛作体系に適する。外観品質は良好で、蛋白質含有率が高く豆腐加工に適

するほか、味噌、煮豆、納豆の加工にも適した高品質系統である。  

［キーワード］ダイズ、青立ち、蛋白質含有率、豆腐、高品質 

［担当］近中四農研・大豆育種研究近中四サブチーム  

［代表連絡先］電話 0877-62-0800 

［区分］近畿中国四国農業・作物生産、作物  

［分類］技術・参考  

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

四国地域で主に栽培されている大豆品種は「フクユタカ」であるが、晩生種で収穫期が

遅くなり大豆後作の麦播種に支障が出るため、現場からはより早生の品種が強く望まれて

いる。また、近年育成された「サチユタカ」は青立ちが発生するためコンバイン収穫に課

題があり、さらに裂皮が多発するなど品質面でも問題を抱えている。一方、小産地の多い

同地域において独自ブランドの豆腐用品種や多様な大豆加工品に適し、地産地消に対応で

きる品種への期待も大きい。  

そこで、青立ちの発生が少なく早期の収穫が可能で、豆腐加工適性が高く、さらにその

他の大豆加工品にも適した高品質品種を育成する。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．「四国１号」は 1995 年に九州農業試験場（現、九州沖縄農業研究センター）において、

蛋白質含量が高く豆腐加工適性が高い「九州 116 号」を母、耐倒伏性で多収の「タチ

ナガハ」を父とした人工交配を行い、2001 年に F7 系統を近畿中国四国農業研究センタ

ーに移管し、以降、同センターにおいて選抜を行い育成した系統である。  

２．成熟期は「サチユタカ」より２～４日、「フクユタカ」より６～13 日早く、収量は「サ

チユタカ」並である（表１）。  

３．６月播では「サチユタカ」と比べて青立ちの発生は少なく、最下着莢節位高はやや高

い（表１、図１）。  

４．裂皮の発生は「サチユタカ」および「フクユタカ」より少なく、外観品質が優れる（表

１）。  

５．子実の粗蛋白質含有率が「フクユタカ」より高く、豆腐破断応力も高いなど豆腐加工

に適しているほか、味噌、煮豆、納豆の加工にも適する（表１、表２）。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．栽培適地は近畿、中国、四国地域であり、大豆－麦２毛作地帯では６月播により余裕

を持った作付体系が可能になる。  

２．「フクユタカ」後作の麦播種が困難な地域で「四国１号」を導入する動きがあり、普

及に向けて品種登録申請を行う。  

３．ダイズモザイクウイルス A2 系統およびダイズシストセンチュウに対する抵抗性がない

ので過度の連作やこれらの病害虫が蔓延する地域での作付を避ける。 

４．７月播では青立ちの発生および最下着莢節位高は「サチユタカ」と同程度である。  

５．やや倒伏しやすいので培土を励行する。  



 

 

図１ 成熟期における青立ちの様子（６月播） 

（2010 年 11 月 4 日撮影、育成地） 

四国１号      サチユタカ  

［具体的データ］ 

　　表１　育成地および現地における試験成績

四国１号 サチユタカ
（標準）

フクユタカ
（参考）

四国１号 サチユタカ
（標準）

フクユタカ
（参考）

四国１号 サチユタカ
（標準）

フクユタカ
（参考）

7.28 7.28 8.06 8.22 8.21 8.26 7.31 8.01 8.10

10.24 10.28 11.06 11.05 11.07 11.11 10.23 10.30 11.09

64 52 78 51 45 56 70 63 86

15.3 14.3 18.5 12.8 13.1 14.7 14.9 15.5 18.2

14.5 13.1 17.8 11.1 11.6 13.5 11.4 12.2 14.5

倒伏 少 微 多 微 微 少 中 中 甚

青立 微 少 少 少 少 微 微 微 －

31.7(32.5) 33.3(32.5) 35.6(37.0) 31.6(32.1) 33.4(32.2) 37.6(37.0) 38.9 37.1 35.7

95(100) 100 107(114) 95(99) 100 113(115) 105 100 92

29.2 30.9 31.4 30.1 31.3 30.6 25.2 27.2 29.1

紫斑 微 無 無 無 無 無 微 無 無

褐斑 無 無 無 無 無 無 無 無 無

裂皮 微 少 中 微 少 少 少 少 中

しわ 無 無 無 無 無 無 無 無 無

中上 中中 中上 上下 中上 中上 中中 中中 中中

球 球 球 球 球 球 球 球 球

44.6 45.2 43.9 46.0 47.2 45.5 43.4 45.3 44.0

20.1 19.5 20.3 18.2 18.0 19.2 20.0 19.0 19.9

生育中の
障害

転換畑6月播 (6月11日) 転換畑7月播 (7月18日)

系統・品種名

育成地（近畿中国四国農業研究センター）
試験地と栽培条件

開花期 (月．日)

成熟期 (月．日)

主茎長 (cm) 

 注1) 栽培条件の（　）内は平均播種日を示す。
    2) 2010年は旱魃の影響で区により収量に大きな影響が出た。子実重の（　）内は同年を除く値を示す。

現地（香川県・琴平町）

調査年次 2004年～2010年 2009年～2010年

粗脂肪含有率 (%)

粗蛋白質含有率 (%)

粒　　形

品　　質

子実重 (Kg/a)

標準対比 (%)

百粒重 (g)

障害粒の
程度

転換畑6月播 (6月15日)

主茎節数

最下着莢節位高 (cm)

 
 

 

 

 

 

（岡部昭典） 

［その他］ 

研究課題名：省力・機械化適性、加工適性、病害虫抵抗性を有する食品用大豆品種の育成

と品質安定化技術の開発 

中課題整理番号：211b  

予算区分：基盤  

研究期間：2001～2010 年度  

研究担当者：岡部昭典、高田吉丈、猿田正恭、川瀬眞市朗、菊池彰夫、小野貞芳、異

儀田和典、酒井真次、松永亮一、羽鹿牧太、高橋将一、小松邦彦  

　表２　主要特性

四国１号 サチユタカ フクユタカ

ダイズモザイクウイルス 中 中 中

ダイズシストセンチュウ 弱 弱 弱

立枯性病害(黒根腐病) 中 やや強 強

紫斑病 やや強 強 強

最下着莢節位高 中 やや低 高

耐倒伏性 中 強 弱

裂莢の難易 易 易 中

豆腐 好適 適 好適

豆腐破断応力(g/cm2)* 71 39 64

107 109 109

80 65 86

味噌（淡色/赤色） 好適/適 － －

煮豆 適 － －

納豆 適 － －

* Ａ社による豆腐加工適性評価（上段から凝固剤は塩化マグネシウム、
  硫酸カルシウム、GDL）

加工適性

機械収穫適性

病害虫抵抗性

系統・品種名


